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　動機01



弓削牧場

牛のふん尿
↓
バイオガス
↓
熱利用→牛に還元

消化液を肥料に有機農業
→野菜をレストランで提供

裏山の木でお湯を沸かし、
発酵の適温に



02 社会実装例

食品廃棄物

再生エネルギー

バイオガス発電



1 愛知県小牧市

資源循環

2025年4月より小牧市クリーンセンターで使用するすべ

ての電力を、再生可能エネルギーに切り替え

年間約159tのCO2排出量削減の見込み

メタン発酵過程で発生した発酵残渣を肥料化して　活

用し、農業ループによる循環型社会を実現

ゼロカーボンシティ

事業

小牧市が食品廃棄物を運搬し、

J&T環境が廃棄物コーディネート（管理）、

バイオス小牧でメタン発酵、リサイクル発電

アーバンエナジーが電力を買い取り、

小牧市クリーンセンターで使用される







2 新潟県長岡市　生ごみバイオガス発電センター

人口　約２５万人（約１１万世帯）

処理能力　　６５トン/日　
　　　　　　（家庭系４０トン　事業系２５トン　）

生ごみ収集方法

家庭ごみ
週２回。生ごみ指定袋に入れ、ごみステーションへ

事業系
ごみ収集運搬業許可業者へ依頼
町内のごみステーション
生ごみバイオガス発電センターへの持ち込み

稼働状況　（令和６年度）
生ごみ収集量　１１４６９トン
発酵不適物　　３０７０トン（収集量の２７％）

生ごみの例

生ごみに入れてはいけないもの



効果（令和６年度）

燃やすごみの量が約３割減少（平成２４年度比）

　→焼却灰約１割減少

２２０万kWhを発電　
余剰電力は電力会社へ送電

７１９トンの二酸化炭素を削減
　(約290世帯分)

発酵残渣の活用　 (３４７トン)

発酵残渣を脱水、乾燥
「寿メタンバイオ肥料」として市民へ配布（令和
６年度〜）



2 新潟県長岡市



3 福岡県大木町

人口　13.539人(5.405世帯)
・収集方法
　バケツコンテナ式
　週に2回収集
　収集日の前日に収集バケツを配達

・処理能力
　15,111t/年（生ごみ3.8t、浄化槽汚泥30.6t、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　し尿7t）
・稼働状況（平成25年度）
　生ごみ処理量1,235.1t/年（生ごみ3.4t）
　　　　　　　　↪家庭680t 事業所555t
　し尿・浄化槽汚泥処理量10,662t/年（浄化槽汚泥23.2t、し尿6t）
　発電量243MWh/年
　液肥利用量は、4,973t/年（生産量5,498.6t）
　バイオガス発生量140,619Nm^2

● 人口、処理量（何を：家庭からの生ごみ（一般廃棄物）、浄化槽汚泥、スパーやレストランからの食
品ごみ（事業系廃棄物）、食品加工工場からの食品ごみ（産業廃棄物）、家畜ふん尿など）、どの
ように集めているか、どのように処理しているか（何を生産して、何が副産物として出てくるのか）、
関係者（住民、事業者、行政）の評価（みんなHappyなのか）といった点



3 福岡県大木町

・取り組み　　　　　　　　　　　・効果
　大木町バイオマスタウン構想（平成17年）
　大木町もったいない宣言（平成20年）
　　ゼロ・ウエストを宣言

・利用
　発酵後の消化液を液肥として、町内の農地で利用（液肥代無料）
　→菜種油「わのかおり」
　浄化槽汚泥の上澄み水を、再生利用



4 宮城県南三陸町

取り組み

2015年から、東日本大震災後に策定されたバイオガス産業都市
構想実現のためAMITAバイオガス施設がスタート。
　　
特徴
家庭や事務所から出る生ごみ、し尿、汚泥を
原料にバイオマス（発電・熱利用）と液体
肥料を生成し、資源の100％リサイクルを
目指している。







03 わかったこと



課題

バイオガス

費用
初期費用が高い
→小規模だと資金回収が難しい

運用
継続的な有機物の収集

発酵に適した温度の継続

消化液の活用

事例

長岡市

発酵不適物の混入
→生ごみの分別への協力が不可欠

発電→エネルギーが無駄に

大木町
生ごみ回収方法
規模の大きい町では難しい



提案04
市民の意識改革とまちづくり



ポートアイランド

人口　昼4.4万人　 夜 1.4万人

面積　8.33k㎡

建設目的
神戸の都市機能を充実させるための
新しい都市空間の創造

団地・病院・学校・ホテル・スーパー



メリット

• 住宅が密集している

• 病院・学校・ホテル・スーパーがある

• (給食食堂など)

• 物流のハードルが低い

• 脱炭素選行地域（CO2削減）

• 防災インフラとしての役割

• 産官学連携がしやすい

• 熱の活用がしやすい

生ごみを回収しやすい

• 住宅が密集している

• 病院・学校・ホテル・スーパーがある

• (給食食堂など)

• 物流のハードルが低い



丁寧に説明・教育

〈課題〉

消化液

緑地管理・法面緑化への利用（固形分）

藻類培養、

• 施設を作れる面積が少ない

• 消化液を活用できる場所がない→輸送が必
要

• 分別の徹底と品質管理(感染性廃棄物との分
別がしにくい)

〈解決策〉

施設を作れる面積が少ない

消化液を活用できる場所がない

→輸送が必要

分別の徹底と品質管理

緑地管理・法面緑化への利用（固形分）

藻類培養など

立体構造
例)あべのハルカス





ブランド化

地元農家にお試ししてもらう
→口コミ

アイデンティティの確立
→知名度向上



2 新潟県長岡市
市民の協力

家庭用ごみを活用するには



分別協力

ごみの分別表やチャット「ごみサク」

環境教育の場として
こどもたちの見学の受け入れ



食品廃棄物

再生エネルギー

バイオガス発電

ゴミをエネルギーへ
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Thank You!
ーあなたはどう思いますか？ー

ご清聴ありがとうございました

ひょうご環境・未来リーダー育成プロジェクト
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